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シ ナ イ 通 信  

第 8 号 

    平成１8 年 3 月 27 日 

  

 

 

 

 

 

進めようブラックバス駆除と希少淡水魚の復元 
平成18年度総会が2月18日に鹿島台町公民館で会員40名が参加して開催されました。執行部から提案された平成18

年度活動計画を受けて、前向きで活発な議論が展開されました。総会で承認された今年度計画の主な事業を紹介します。 

広げようバス駆除の輪  

待望の特定外来生物被害防止法が昨年 6 月 1 日に施行

され、各地で市民によるブラックバス駆除の取り組みが始ま

っています。鹿島台町では昨年9 月に 2 カ所でバス駆除の

池干しが行われました。この中の 1 カ所では多数のバスが

地元住民により駆除されました。他の 1 カ所は数年前の池

干しでバスが駆除されたため池で、ここでは1尾もバスが確

認されずスジエビやモツゴなどが多数認められました。この

池干しによりバス駆除による生態系復元の効果を目の当た

りにすることができました。さらに、県内各地で池干しが行

われ、仙台市や築館町には郷の会のメンバーが支援に駆

けつけています。郷の会は全国的にバス駆除の取り組みを

支援します。 

普及させようバス駆除新兵器 

高橋副理事長が発案し宮城県が特許申請しているオオ

クチバス営巣センサーを装着した人工産卵床が製品化され

4 月からいよいよ販売されます。東北興商株式会社（仙台市

若林区、TEL：022-288-1617）が制作販売し、郷の会が技

術指導します。H16 年 4 月に特許申請以来、シナイモツゴ

郷の会は2シーズンにわたって伊豆沼で試作品を設置して

現場実験を 重ね 、 昨夏、 実用化に 成功し ま し た 。

 
センサー装着人工産卵床を使うことにより初心者でも少

人数で確実にバスの営巣を確認することができます。同時

に、堅固な人工産卵床を提供することで、小人数の組織が

バス駆除に参加できるようになりました。さらに、バスの生息

を確認しているが産卵場や産卵期が不明な場合は、センサ

ー装着人工産卵床を用いて営巣をモニタリングすることに

より産卵場と産卵期を特定することができます。くわしくは     

当会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ/魚類学会発表をご覧下さい。 

 

みんなでやろう伊豆沼ブラックバス駆除モデル事業 

  伊豆沼では全国に注目されながらバス駆除のモデル事

業が始まります。今年も郷の会はバス・バスターズによるバ

ス駆除市民運動に中核部隊として参加します。毎年、バスタ

ーズに参加した会員は、春から初夏にめまぐるしく変化する

伊豆沼の大自然を満喫しながら汗を流しています。あなた

も参加しませんか。 

増やそう シナイモツゴ 

昨年から大阪ｺﾐｭﾆﾃｲ財団の助成を受けて始まったシナ

イモツゴ里親制度、今年は日野自動車グリーンファンドの助

成金をいただいてさらにステップアップします。小学校など

の里親にシナイモツゴ卵を預かっていただき稚魚まで育て

てもらいます。今年はさらに育てて頂いた稚魚をバス駆除し

たため池へ放流しシナイモツゴの生息池を拡大します。郷

の会は里親制度を確立しバス駆除後の生態系復元を全国

に先駆けて実現しました。シナイモツゴの採卵からふ化、稚

魚の飼育技術は全国的に注目されています。この技術を駆

使して里親運動を推進することにより、バス駆除後の生態系

復元を各地に広めましょう。 

確立しよう 日本初のゼニタナゴ繁殖技術 

昨年、郷の会は最も難しいゼニタナゴの繁殖に成功しま

した。卵が産み付けられたドブガイを二枚貝の生息可能な

ため池へ移殖するという画期的な方法で、全国10カ所程度

しかない生息池を新たに増やすことができました。これまで、

水槽の中で人工繁殖した事例はありますが、貝の放流によ

る繁殖の成功は日本で初めてということです。だれでもでき

る生態系復元技術がもう一つ生まれようとしています。今年
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実用化に成功し

たセンサー装着

人工産卵床 

新たな池で大繁殖

したゼニタナゴ 
写真は婚姻色鮮や

かな雄 

池干しでバス駆除した

ため池へシナイモツゴ

を放流する小学生たち 
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も技術を確立するために調査を続けますので、ご参加の上、

滅多に見ることができないゼニタナゴの華麗な姿をご覧下

さい。 

活用しよう 自然のめぐみ シナイモツゴ・ゼニタナゴ米 

 シナイモツゴやゼニタナゴが住むため池には驚くほど

多くのエビ類や貝、昆虫などがそれぞれの役割を果たし

ながらにぎやかに暮らしています。この豊かな自然は、

流れ出る水が安

全・安心なこと

を何よりも雄弁

に物語っていま

す。この水で栽

培した米はとて

も貴重です。郷

の会はシナイモ

ツゴとゼニタナ

ゴがすむため池

を守ってこられ

た農家の方々に敬意を表し、周辺で栽培される米をブラ

ンド米として販売する取り組みを支援します。 

活用しよう 自然の恵み 品井沼ヒシ 

品井沼特産のヒシを復元するプロジェクトが今年2年目の

活動を開始します。今

年は 30ａの水田を利用

して本格的な栽培試験

を行うと共に、自生する

ヒシの調査も実施しま

す。ヒシは水質浄化作

用が抜群に高いことか

ら、適正な栽培や管理

による水田地帯の水質

浄化などにも今後取り

組めると思います。また、家庭で簡単にヒシ栽培を楽しめる

ペットボトルビオトープを提供し、郷の会のサポーターを増

やす企画も実行段階に入っています。 

 

 
平成１８年度シナイモツゴ里親の募集 

シナイモツゴ里親プロジェクト （二宮） 

 
本会では絶滅危惧ⅠＢ類（環境省カテゴリー）指定のシナイモツゴの保護をはじめ、ふるさとの環境を守り、生態系

を復元するための活動を続けております。 
本年度もその一環として、昨年制定した「シナイモツゴ里親制度」の規約のもとに、次のようにシナイモツゴの里親

を募集します。 
 
（１） 卵から育てる里親 小中高校対象 

受精卵を放流し、孵化から成魚に至るまでの様子を観察しながら，シナイモ

ツゴの増殖に協力していただきます。 
    募集期間 ３月２１日から４月９日 
 
（２）水槽で稚魚から育てる里親  一般個人対象（学校も可） 

稚魚を成魚まで水槽で育て、生態などを観察しながら、種の保全及び増殖に

協力していただきます。 
    募集期間（年２回） ４月１５日から４月３０日、２回目は秋に予定 
 
 ご希望の学校及び個人は申込書、説明書など送りますので、シナイモツゴ郷の会までご連絡ください。 

なお、里親募集は学校・個人とも宮城県内に限定し、学校を除く里親は本会の賛助会員（年会費１０００円）にな

ることが条件となります。 

新たなゼニタナゴ繁殖池で調査す

る郷の会メンバー 

試験田で咲き誇るヒシの

花(8月) 

伊豆沼バス・バスターズ 

     募集 

伊豆沼のバス駆除へあなたの力

を 

活動期間：4～7 月の水曜日と日

曜日 （都合の良い日に参加でき

ます） 
集合時間場所：午前 8 時公民館

申し込み： 事務局へ連絡して参

加日を登録 

品井沼ヒシのペットボトルビオトープ 

キリンビールとアサヒビール（ニッカウ

ヰスキー）から2.7Ｌペットボトルをご

提供頂きました。これを利用してヒシ栽

培用のペットボトルビオトープを作成

します。ヒシプロジェクトサポーター

（会費1000円）へ4～5月に配布します。

また、小学校の環境教育への活用も検討

中です。県内限定、問合わせは事務局へ 

里親インストラクター

をやってみませんか 

里親となった小学校ではシナ

イモツゴの卵から稚魚まで育

てています。会員が交代で、子

供たちと一緒に飼育の準備を

したり、飼育管理のお手伝いを

します。 

里親の鹿島台小の子供たち

からシナイモツゴ稚魚の贈

呈を受ける安住理事長（右

端）と遠藤理事（左橋） 
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ゼニタナゴ産卵・仔魚生息調査－3 月 5 日 鹿島台町ため池－ 

 （参加会員のデジタル日記から） 

そこにはもう一つのため池があり調査団の人が集まっ

ていた。数人の人が調査のためドブ貝を採っている。 
水温３℃とか 日陰では氷が張っていていかにも冷た

そうだ。 
陸地ではとった場所と数・大きさ・ゼニタナゴの卵の

有無をチェックして 
さらに貝に目印の番号を

マ－キングして最後は元

の場所に戻すという。 
採取場所は５０地点  
１００個以上のサンプル

が採れたようだ。 
ドブ貝というと人の手のひら位を想像していたが 
でも根気の要る作業だね。 

テレビ局のカメラが 
その様子を撮っている。 
そして夕方と夜のＮＨＫ

のニュ－スで放映された。 
さて どの位 ゼニタナゴ

の仔魚が確認できるのか。 
 
夜 早速 ５日（日）付
けシナイモツゴＢＣＣ
通信４５号のメ－ルが
届いた高橋氏の その
日の様子をいち早く
会員に配信するその
努力と熱意に 只感謝
するのみ。 
言うは易し 行いは難
し 本当にありがとうございます 
シナイモツゴ から始まり ひし そして ゼニタナゴ 
と種の絶滅の危機から救う。 
民間団体が決起して取り組む姿勢は本当に頭が下がる
思いです。 

微力ながら一般人として支えになれればと思う次第

（仙台市 阿部） 
シナイモツゴＢＣＣ通信 45 号 

 ゼニタナゴ産卵調査は陽光を浴びながらの快適な調査になり

ました。結果は？ 

 ①ゼニタナコ産卵調査 
調査は総勢18 人の参加の下、にぎやかに始まりました。 
ゼニタナゴ研究会の北島氏や進東氏などタナゴの専門家にご
参加いただき、とてもハイレベルな調査になりました。 
日差しは強かったのですが、日陰は分厚く結氷していて、水温
は 3℃台と、山間のため池はまだまだ厳しい環境の中にありま
す。でも会員の中には調査しながら、フキの薹をしっかりゲットし
ている人もいました。 
●元祖ゼニタナゴため池 
 このため池ではこれまで昨年同期まで常に多くのゼニタナゴの
産卵が確認されていましたが、今回はとても残念な結果になり
ました。採集した 132 個のドブガイ中、産卵があったのは 2 個と
いう惨憺たるものです。 
想定される原因１：水質など環境条件の悪化・・・確認必要 
想定される原因2：ドブガイの減少・・・調査結果から減少してい
ないので、これが原因ではない。 
想定される原因3：ブラックバスの侵入・・・昨年4月のインターネ
ット 2 チャンネル事件が頭をよぎる。 
 今後の方向：ゼニタナゴとブラックバスの生息調査を続け、必要
なら池干しを行って、根本的解決を目指します。 
  
●移殖ため池 
2004 年に移殖し大繁殖したため池です。 
16 個のドブガイを調査した結果、5 個体でゼニタナゴ仔魚が確

認されました。 
数尾から 70 尾とドブガイ 1 個あたりの仔魚数も多く、極めて順
調です。 
今後は、このため池を拠点として、生息域の拡大を図ることにな
ります。 
添付写真をご覧下さい。→先の黄色のウジムシが鰓の中から
取り出した仔魚・・・取り出すと体をよじってウジムシ運動をしま
す。 
鰓の中の仔魚（→）はわかりにくいですが、鮮やかな黄色を目印
に何とか識別できます。 
貝の中から浮出する 5 月以降が楽しみです。 

貝殻に番号マーキング 

ドブガイの様子を心配げ

それにしても小さいね 

ため池に入ってドブガイを取る会員 
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シナイモツゴとヒシの集い～第 1 部 品井沼ひし試食会 

～ シナイモツゴとヒシの集いを振り返って  品井沼ひし特産化プロジェクト 佐 藤 
ひ で か ず

豪 一  

 

初年度だし、栽培もいまいちだったから今年は会員だ

けで試食程度にしようと思っていたのが、いつの間にか

お客さんを呼んでの盛大な試食会をすることになってし

まった･･･。 人が集まるのか心配だった。しかし、会の

活動報告会とも相まってか、食堂がいっぱいになるくら

いの来客。それだけに、会員が育てたヒシを提供するこ

とができなく残念。何はさておき、私は開会のあいさつ

前からいっぱいいっぱいである。 

 郷の会として人前で発表するのは初めてでした。まず

ヒシという植物を知ってもらうために、できるだけ簡単

な内容にし、また、視覚的に理解しやすくするため写真

ではなく絵を使ってヒシの一年を紹介してみました。発

表はかなり棒読みになっていたと思います。たいへん聞

きづらいだろうと自分で感じました。しかし、思いもか

けず途中で笑いが起こったことと、「以上です。」の言葉

と同時に拍手が聞こえた（と思う）ことに驚き、ほっと

胸を撫で下ろした次第です。 

かつての品井沼の存在を知っている方々にはヒシを利用

することについて割合すんなりと聞いて頂けたようです

が、特に第2部の情報交換セミナーに参加された町外や

県外の方には、もう少し品井沼の歴史を話してからの方

が良かったのかなと思います。大阪コミュニテイー財団

の情勢金で購入した液晶プロジェクターが大活躍でした。 

 さて

肝心な

ヒシ料

理です

が、ま

ず彩り

の良さ

に驚き

ました。

食欲を

そそるような配色です。今回の試食会でヒシを使用した

のはヒシご飯とヒシのチリソース和えの2 品で、他の5

品はできるだけ地元で採れた食材を使用してもらいまし

た。ヒシご飯はほんのりフルーティな香りがし、チリソ

ース和えはヒシの食感を楽しむと言ったところでしょう

か。具がたっぷりの豚汁まで付いてボリュームは十分だ

ったと思います。調理は食生活改善推進員さんに担当し

て頂きました。昨今、女性が食の面から農に関わってい

く事例が新聞等で紹介されています。このプロジェクト

においても女性が活躍する部分がありますので、大いに

参加を期待したいと思います。 

 もう一つ特筆すべきは、会員の阿住利男さんと平たか

子さんによる菱取り唄の紹介です。まず、その声量に圧

倒され、手拍子により会場全体が一つになったような気

がします。時間が押していましたが、空腹感をも紛らわ

すほどのひとときでした。 

 第2部の情報交換セミナーには雪のちらつく中、県外

からも多数の方々にいらしていただきました。当会会員

も含む 12 名より多方面から内容の濃い話題提供がなさ

れ、予想通り？日付の変わる少し前まで、笑いあり、時

には白熱

した議論

あり、充

実かつ貴

重な時間

を過ごす

事ができ

たと思い

ます。 

 今、こ

の文章を

書いてい

る時ふと

思いまし

た。大きな日本の中の、鹿島台という町で、小さな１つ

のため池から、絶滅してるんじゃないかと言われていた

1 種類の魚が再発見されなければ、きっとこんな風に全

国各地から同志が集まって、あーだこうだとしゃべる機

会など無いんじゃなかろうか。あぁ何という巡り合わせ

か、不思議ですなぁ･･･。 

年末にそして雪の降る中、遠い近いを問わず、足を

運んでいただいた方々に感謝を申し上げます。本当にあ

りがとうございました。 

①ヒシご飯 ②ミズナと柿のサラダ ③エビ餅

④白身魚のオランダ揚げ ⑤ヒシのチリソース

和え⑥ひじきの五目煮  汁物として豚汁 

品井沼ヒシの復元を 
品井沼ヒシをよみがえらせる活動を今年から本格的

に行います。30ａの水田で栽培したり、自生ヒシを利

用して、特産化をめざします。また、水質浄化作用に

注目した調査にも取り組む予定です。秋の試食会が楽

しみです。ヒシプロジェクトに参加しておいしいヒシ

を食べましょう。 

移動研修会のお知らせ 

田沢湖町イバラトミヨ生息池 トンギョの会との交流 

期日：平成18 年4 月23 日（日）集合時間：午前7時45

分 集合場所：鹿島台公民館  参加費：1,000～2,000
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シナイモツゴとヒシの集い 

～第２部「情報交換セミナー」～   坂本 啓   

 

大盛況に終わった第１部「品井沼ヒシを味わう会」の

後、引き続き第２部の情報交換セミナーが開催されまし

た。セミナーではまず、郷の会の平成１７年度の活動報

告から始まり、鈴木氏はカメラを通してみた郷の会の活

動について、二宮氏は平成１７年度から本格稼働したシ

ナイモツゴの里親制度について、そして坂本は池干しに

よるバス駆除結果とその後の生態系復元について報告し

ました。今回２度目の池干しとなる生袋ため池中段では、

ブラックバス（オオクチバス）が１匹も確認されず、代

わりにシナイモツゴやヨシノボリ類などの在来魚が多数

確認されました。これにより池干しによるバス駆除効果

及び生態系復元効果が改めて確認されました。また、宮

城県伊豆沼・内沼環境保全財団の協力を得て、ゼニタナ

ゴの卵が産みつけられたドブガイ２５個を２００４年に

移殖放流した町内ため池の池干しでは、シナイモツゴ及

びゼニタナゴが多数確認され、こちらもドブガイ放流に

よるゼニタナゴ移殖日本初の成功事例として、注目され

ています。 
 活動報告の後、近畿大学の細谷教授より「守ろう日本

の淡水魚」と題して圃場整備を巡る問題点を中心にご講

演を頂きました。これまでの圃場整備は効率性を重視し、

そこに生息する生物は軽視されてきましたが、これから

はそれらの生物の生態を考慮した水系ネットワークの保

全・復元がますます重要になってくるとのことでした。

シナイモツゴを通しての生態系の保全を目的とする私た

ち郷の会の活動も今後ますますその重要性が増してくる

のだと考えるとまさに身の引き締まる思いでした。 
 さて、ここまではごく普通のセミナーなのですが、郷

の会のセミナーはここからが違います。本日メインのヒ

シ料理と地元の昔ながらの料理に舌鼓を打ちつつ、さら

に当初予定の１０題プラス飛び入り２題の計１２題の話

題提供が始まりました。ナマズのがっこうの三塚氏や琵

琶湖博物館の中井氏など、普段は聞くことの出来ない現

場の第一線で活躍する皆さんの生の声に、眠気もぶっ飛

びみんなが真剣になって聞き入っていました。発表もさ

ることながらその後の質疑も熱を帯び、最後の発表が終

わったのは夜の１２時位で予定を実に２時間半もオーバ

ーしてしまいました。しか～も！さらにその後も熱いト

ークは冷め止まず、場所を移しての意見交換会。結局部

屋の明かりが消えたのは午前４時ころでした・・・・。 
前回の郷の会の設立シンポジウムの時の意見交換会

同様、今

回のセミ

ナーも多

くの会員

及び関係

者の方々

から御協

力を頂き

ました。

参加者か

らは「こ

のような内容の濃いセミナーはなかなかない。是非定期

的に開催してほしい」との声が聞かれるなど、非常に有

意義な時間が過ごせたのではないかと思います。参加さ

れた皆さん、本当にお疲れ様でした。 

♪♪声に出して読みたい日本語♪♪ 

石井ファミリーの だじゃれ十連発 ―川魚編―    

1． あのため池にはイトヨがいっとよー。 
2． そこに網を掛けるとハリヨも入るよー。 
3． ドジョウがいっぱい獲れちゃった。さあ、どうする？ 土壌改良に使おう。 
4． 旧品井沼ため池群が世界自然遺産に登録される世紀の一瞬を、なまずを飲んで見守る郷の会会員。（おえっ）

5． 魚心あればたなごころ。 
6． メダカって、目だか耳だか出っ張ってるよね。 
7． ♪屋根より高いヨシノボリー♪ 
8． ハヤの早食い流行ってます。 
9． ｢カジカは寒くなると冬眠するんだよ｣ ｢えっ、どうして｣ ｢手がかじかんじゃうから｣ 
10． ここは魚の中学校。剣道部員が多いのはどのクラス？ 

1番 ブラックバスのクラス、2番 ゼニタナゴのクラス、3番 シナイモツゴのクラス。 

もちろん、3番のシナイモツゴでーす！！！ 

バスターズで活躍する会員たち 
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シナイモツゴ里親紹介    東松島市立小野小学校 4 年生の皆さん 

大阪コミュニティ財団をはじめ、いろいろのご支援をいた

だきながら、里親制度の取り組みが着実に広がっています。

昨年は個人の里親のほかに、学校単位で里親活動をはじ

める学校も増えてきました。そのひとつ、小野小学校の活動

を紹介します。  

小野小学校は、近くを並行して流れる鳴瀬川と吉田川の

堤防に沿った小野地区の町中にある、各学年1クラスのこじ

んまりした小学校です。そこで里親として熱心にシナイモツ

ゴを育ててくれたのは 4 年生の皆さんです。 

私たちが学校を訪問したのは、学年末も間近い 3 月 22

日ですが、子供たちはみな元気に挨拶をしてくれました。

折角来たということで、一度は片付けたシナイモツゴ研究の

壁新聞や、子供たちの個人研究の作品を見せていただき

ました。インターネットで調べたり、辞書で難しい言葉を調

べたりしながら、一生懸命に取り組んだ様子が良く分かりま

す。 

校舎の正面玄関の前に専用の池があり、適度な濁りのた

め魚の姿はよく見えませんでしたが、厳しい寒さをを乗り越

えて無事越冬したのでほっとしたと教頭先生が話してくれま

した。 

昨年春に受精卵を入れて以来、子供たちは孵化を待ち

かねていましたが、偶然入り込んだ小さなおたまじゃくしを

大事に育て、後からシナイモツゴではないと気がついて，

大騒ぎしたとか、いろいろエピソードがあったようです。そ

の後、最初の稚魚を一尾発見してからは次々と稚魚が現れ

るのを感動しながら観察していたとのことです。 

4月からは新4年生が新たに卵から育てる里親として活動を

する方向で、小野小学校と郷の会の間で日程を調整してい

ます。この 1 年間シナイモツゴを育ててきた子供たちは、絶

滅危惧種の魚を自分たちが育ててきたのだという達成感と

同時に、その魚が今後どこに行くのか気にかけていると、指

導に当たられた阿部先生からお聞きしました。 

郷の会としては、子供たちが育てたシナイモツゴは、一

部はこの子供たちが卒業するまで学校の水槽で育ててい

ただき、それ以外は、学校と相談しながら、さらに子孫を残

せるように、安全なため池への放流をしていきたいと考えて

います。 

最初の里親校である鹿島台小学校を初め、仙台市の大

倉小学校や蔵王町の円田中学校でも熱心に育てています

が、今年度は新たに 3 つの学校から打診があり、シナイモ

ツゴの保護の輪がさらに大きく広がろうとしています。 

 

教室に張られたシナイモツゴ壁新聞 

シナイはアイヌ語で大きな川（沢）を意味します。小さな流れが大きな川になるように地道な活動を続けていきましょう。 

み ん な で 調 べ た シ ナ イ モ ツ ゴ 研 究 の 成 果 
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